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第 1 報 　 晩期 栽培 に お け る 稚 苗移植 の 晩限 と品種選定

小 松 良 行 　・　升 尾 ・洋 一一 郎

　　　 （農 林 省 四 国 農 業 試 験 場 ）

　 四国地域 に 誇 け る 晩期栽培は ．水稲二 期作の 2 番稲 や ，タ バ コ
， そ菜 な どの あ と作稲 と して 栽 、

培 され て 寿 り， 昭和 42年に 澄 ける そ れ は約 15，000ha に も及 ん で い る が ， そ の 栽培上 と くに重要

な点は つ ぎ の 2 つ に集 約され る 。 そ の 1つ は ．生育期 間が きわめ て 短 い た め に収量確保 上か な り

の 密植が 要求 さ れ る こ とで あ り，
い ま tつ は ，低 温 隴害を受けな い よ う出穂を安全 限界 内に ま っ

と うさ せ る こ とで あ る 。 前者 の 場合 ，労力 面 で の 困 難性は 田植機 の 開発 に よ っ て 篤消 さ れ つ つ あ

る が ， 後者の 低温障害回避 の 場 合 ，と くに稚苗田 植機で の それ は
一層そ の制約が強 ま る こ とに な

る 。 こ の た め に極端な 短期 品種 を用 い る と ， 移植期に よ o て は 生 育期間が 過 度に短 縮さ れ ，収量

確保上 不利 な 面 が 予 想さ れ る の で ，晩期栽培 で ，しか も稚苗移植 とい う条 件 で の 使 用品種 は ，移

植期 の 早晩 に よ っ て か な わ変 え ざ る を得 な い と考 え ，本実 験を試み た 。 こ こ で は主 と して瀬戸 内

地 域 を対象に した場合 の 検討結果 を報告す る 。

試 験 の 方 法

　供試 贔種 と して は，暖地 中生種か ら北海道 品種に及ぶ 14品種 （金南風，サ チ ワ タ リ，東 山 38号 ，

農林 22号．日 本晴，秋晴， v ン JJ　 v ウ
， タ マ ヨ ド， ふ 系 69号，コ シ ヒ カ リ ，

ハ マ ミ ノ リ・　 ミ ョ

ウジ ョ ウ，フ ジ ミノ IJ ，＝ L ・一カ ラ）を用 い ，ア月14日，同20日，同2ア日，8 ．目5 日 と，ほぼ 1週間

ご とに 4 回移 植 （7Ht4 日”aは 1佃 苗 ， そ の 他は io日 苗）を行な っ た 。 育苗は D 社製苗ま き機用育

苗資材 を用 い ，移植 は苗 ま き機 で カ ッ トした 苗を   当 り50．5株 （350n × 10碗） に手植 とした 。 施 肥

は全区共通 と し ， そ の a 当 り施 用量 は N α8Kr，砺味 tD晦．　K20tokp で ，翼 は基 肥 に α4   　中間

追罷 （移植後 8 日 鋤 0、2晦．穂 EE　e．　2　Ky と し，　 P20sは全量基肥 に，恥O　td基 llEと穂肥 に ア ：5 の 箚合

で施 した 。 な 細，本実験 の 実施年次は li　967 年で あ る 。

試験結果 と考察

1　 出穂 の 早 晩 か らみ た稚 苗移植 の 晩 限

各品種 の 出穂期 を移植期ご とに示 す と第 1表左欄 の よ うにな る 。 本年度 は ア月 中旬か ら 9 月上
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第 1表 出穂 ま で の 積算 温度か らみ た 稚苗移植の 晩期限界

　　　　
項
　目

品種名　
移植期
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1
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東 山 38 号 ．

農 林 22 号

日　 本 　 晴

秋　　　 晴

マ ソ リ ョ ウ

タ　マ 　ヨ　 ド
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ハ v ミ ノ リ

ミョ ウ ジ ョ ウ
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ユ
ー　カ　ラ ．
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　　 14　 1　　 26
…　 12 …　 21
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…　 15 …　 25
　　 　　　 L
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　　　 4　 旨　　 11 …

17861

ア57178616871687G68716441644166416181422

移植 の 晩 限 （月
・日）

A 　　 〜　　　B

Z　15 〜 7．22

　 16 〜　　 23

　 17 〜　　 24

　 19 〜　　 26

　 21 〜　　 27

　 19 〜　 　 26

　 23 〜　　 29

　 2ろ 〜　　 29

　 25 〜　 　 29

　 25 〜　 　 51

　 25 〜 　　 51

　 24　〜　　 50

　 26 〜 8．　 1

8．　 2 〜　　　8

＊
出 穂 が 安 全 限 界 内 で あ っ て ．か つ ，こ．れ に 最 も近 い 出穂 で あっ た もの （上表左欄 の 点線内）の 播 種か ら

　出穂期 ま で の 値。移植晩限欄の A とB に つ い て は 本文中に 述記。

第 2表 善通寺 に 於 け る代表 的高温年 ・低温 年 の 出穂期比較

　　　×
ta

目

特 徴年　
移

植期

　　（年次）

高 温 年 （42）

　 　 ”　　 （59）

低 温 年 （32）

平均的年 （30）

平 年 値 （℃ ）

積 算 温 度 の 平 年 比 較
＊

（増減℃） 出　 穂 　 　期 （月 ・日）

− 67　　 　 − 64

−
　19　　　

− 24

1869 　　　　1690

− 61

−
　28

1505

−
　56

−
　27

1512

農林 6 号 農林 8 号

8．278

．268

，28

8，28

8．508

．288

，298

，29

8．29

旭

 
都

τ

京

545

…

5

9

只

2
．

9

　
＊

積算温度は 各 年次 と も本試験 と 同
一

播種 日 と した 場合 の 9 月 10 日 まで の 積 算値で 比較。

旬 ま で が か な り高温 で 経過 し，か りに 9 月 10 日 言 で の 積算温 度を平年 の そ れ に比 べ る と，各移植

期 と も平年 よ り8D〜90℃ 高 い （第 2 表 参 照 ）。こ うした と とか らみ れ ば，感 温性 の 大きい 品種 は 出
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穂 が あ る程度促進 され て い る とみな さ れ る が ，香川統 計 四国作祝研究室 （四国農試 内 に併 置）の 作

況試 験で は（供試 最種 と作季は本試験 の 場 合 と異 な る が ）高温年 で も出穂促進が あま わみ られ な い

（第 ，翻 さ らに 沖 雕 講 酬 と盤 内とで 繖 し瀦 遜 は 滴 激 、 ・ 醺 儷 は 比 較

的小 さい とさ れ，出穂 ま で を全期間 6 〜 7℃ 高温 と した場合 （積算温 慶 を推定する と早期 用品種で

300〜400℃ ，中生 種で 400・−500℃ 高 い とみ られ る）で も ， 出穂促進 日数 は コ シ ヒ カ リで 5 日，マ

ソ リ ta ウ ・農林 22号 で 4 日，フ ジ ミノ 1］・金 南風 で 5 日穆度 で あ る 。

　こ れ らの こ とか ら，本年 の 気温 が 穫 算濫 度 で 80 〜9B℃ 高温 で あ っ た と して も ， そ れ が 出穂捉進

を もた らす 度合 は 多 くて 2ELA 内 と判断 され る の で ，本試験 に 誇 い て は，出穂安全限界を従 来い

われ て い 鞍 全眼職 り 2 眸 四 月1，日と した 。 こ 酵 筋 晦 つ い 罐 穢 鞍 全限界内で

あ っ た 品種を移植期別に あげる と ， 7 月14日植 お よ び同20日植 との 場合は供試14品種全部が該当

し，ア月27日植 の 場合には早期用品種全部 とマ ン リ ョ ウ ・タ マ ヨ ドとで あ り， 8 月 3 日植 で は ユ

ーカ ラ の み で あ る 。

　以 上 の よ うな結果 か ら，瀬戸 内平坦 地帯を対象に し て 晩欺栽培 に 澄 け る 稚苗移植 の 晩 限 を推定

す る とag　／ 表右欄の よ うに な る 。 こ の 推定 にあた っ て は，擶種 か ら出穂 ま で の 積算 渥 度 と， 9 月

15日を 出穂安全 限界 とす る 考 え 方（前述 の よ うな 理 由 で ）を と っ た 。 す な わ ち ， 各品種 とも出穂が

9 月 15 日以内 で あ っ て ，か つ ，こ れ に最 も近 い 移植 期 の もの （se　a表 左欄 の 点線内の もの）を晩限

推定 上 の 基 準 と して 用 い ，こ れ を善通 寺 に お け る 過 去 20年 間の 気象（温 度）環境に あ て は め て （従

来出穂安全 限界と さ れ て い る 9 月17日を起算日と し， こ れか ら逆 算 した積算温度 と対応 させ る ）

推定 した 。 そ の結果 ，上 記 の 基 準積算温度が い ずれ の 年 次 で もみ た さ れ る 移植 日（育芭 日数 は 担

日 とした場合）は表中右欄 の A 時期 とな り，ま っ た くみた す こ とが で きな ぐな る 日 の 前 日は B の 時

期 とな る 。
い い かえ れ ば，どの 品種 も A 時 期ま で の 移植 で あれ ば 完全 に 9 懲 アfi　a で に 出穂 し ，

B 時期 以降 の 移植 は 9 月 1ア U ま で に出穂する こ とが ま っ た く不 可 能な こ と を意味す る 。

　 こ れ らは ， あ ぐま で も前述 の よ うな前提条 件で の 結果 で あ っ て ， 推定基 準 と した積算温 度 と ，

出穂安全限界 との と tp方 に よ っ て当然 変動する もの で あ り，また，過去の 記録以上 に高温 や低温

年が出現する な らば適合 しな くな る が ，稚苗移植 に よ る晩期栽培 の 品種選択で は 一応参考 にな る

と思 わ れ る 。

　 2　出穂 の 早晩 と登熟 澄 よ び収量 と の 関係

　出穂 の 単晩 と登熟良否 と の 関係 を み る と， 9 月 17 日 ま で に 殿穂 した もの で は 著 しい 差 はみ られ

　注）中国農 試作物部作物第 〜研究室．時 な し短期品種 の 出穂特性。昭 和 41 年度水稲 育種 基 礎研究 成績書 ：

　 　 　 1v ・12 ．
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　　 第 1 図　出穂期の 早 晩 と不 稔 籾率 ・ 登熟歩 合 との 関係

。 。
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第 2 図 　 出 穂 期 の 早 晩 と 収 量 と の 関 係

な い が ，そ の 後に 出穂 した もの は

不稔が 多 くな り， 登 熟も劣悪化 し

た （第 1 図） 。 　　こ の よ うな 出穂

遅延 に基 づ く登熟 の 劣悪イヒOまi叉量

面 に強 ぐ反映 し ， 出穂期が 9 月17

日以降 とな る と収量 は 出穂の 遅 れ

に つ れ て 激減 した （第 2 図）。

一方，

出穂 期 が 9 月 10日 を中心 と して そ

れ ぞれ前 後 1 週 間以内で あ る もの

は ，い ずれ の 移植 期に む い て も安

定多収 とな っ て 澄 り，こ の 範囲内

で は移植期の 早い もの ほ ど多収 で

あ っ た。な わ ，出穂期が あ ま り早

い と登熟 が や や 悪 く，収量 も若干

劣る 傾向を 示 し（第 2 図），結局 ，低

温 障害に よ る 不稔を ま ね か ない 範

囲 内で あ れば ，比 較 的出穂 日数 の
「

長 い 品種が 多収 とな り，出穂 日数が 過度 に 短 い もの は収量 性 が 劣 る結果 とな っ た 。

　以上 の こ と を総合 して ，瀬戸 内平坦 地 帯 で の 晩期稚苗移植栽培 で ，適 用 し うる 品種 を主 と して

早晩性 の 面 か らあげ る と第 5 表 の よ うに な ろ う。　
’

第 3 表 移植時期別 に み た 適 用可 能品種 の 分 級

移 　植 　時　期 適 　用　可 　能　品　種 　 の 　分 　級
　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 厂

7 月第 3 半旬 暖　地　中　生　種 　…∴………………（東 山 58号級 ）

7 月第 4 半旬 暖　 地 　 早 　 生　 種 ……………………（秋 　晴　級）

ア 月第 5 半 旬 暖　地 　極　早 生 種　……………………（タ マ ヨ ド級）

7 月第 6 半 旬 早期 用 品種の
一部 ま た は北海 道品種 ……（フ ジ ミ ノ リ〜ユ

ーカ ラ級）

8 月第 1半 旬 北　 海　 道 　 品　 種　・・…・…………・・…・（ユ
ーカ ラ 級）

　　 要 　 　　　約

水稲 14品種を用 い ，箱 育苗法 に よ る 2 葉期 苗 を，7 月 t4日 か ら 8 月 5 日 ま で の 間ほぼ 1 週 間 ご
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とに 4 回移植 し，晩期 栽培 に お け る 稚苗移植 の 晩限 と，適用品種選定 につ い て 検討 した 。 得 られ

た結果 は つ ぎ の とお りで あ る 。

　 1　 出穂期が 安全 限界内で あ っ た の は ，
7 月 14日植 と同20日植 との 場合 は供 試品 種全 部が 該当

し， 7 月27日植で は早期用 品種 とマ ン リ ョ ウ ・タ マ ヨ ド とで あ り， 8 月 5 日植 で は ユ
ーカ ラの み

で あ っ た。

　 2　 出穂 ま で の 積算 温 度を用 い
， 善通寺 に お け る 過去 20年間 の 温 度記録 と対応 さ せ ，安全 限 界

ま で に 必 ず 出穂 しう る移植晩限 を推 定す る と ， 金南風 は 7 月 15日，サ チ ワ タ リは同 16日 ，東山38

号 は同 17日 ， 農林 22号 と秋晴 は同 19日，日木晴は同 21日 ，
マ ン リ ョ ウ ・タ マ ヨ ド ・ふ 系 69号 は 同

25日，ミ ョ ウ ジ ョ ウ は同 24日，コ シ ヒ カ リと ハ ？ ミ ノ リは同 25日，フ ジ ミノ リは 同26 日，ユ ーカ

ラは 8 月 2 日 で あ っ た 。

　 3　 い ずれ の 移植期 に お い て も，9 月 17日まで に出穂 した品種 は低 温障害 に よ る 不稔 が 認 め ら

れず，そ れ以降 に出穂 した もの は不稔籾 の 多発 と登熟 の 劣悪 化 が み られ た 。

　 4　出穂 期 が 9 月 1D日を 中心 と して ，それ ぞ れ 前後 1 週 間以内で あ る もの は，い ずれ の 移植 期

とも安定 多収 で あ り，こ の 範 囲 内 で は 移植期 の 早 い もの ほ ど多収 で あ っ た 。 な 蔚 ，出穂 期 が 9 月

17日以降 の も の で は出穂 の 遅 れ につ れ て 収景が 激減 した 。

　 5　以 上 の こ とか ら，瀬戸 内平坦 地帯を対象 として 移植 期 ご とに適 品種 を選 ぶ と す れ ば ， 7 月

第 3半旬移 植 で は暖地 中生種 （東 山58号 級）か ら，7 月第 4 半句移植 で は暖地 早生 種（秋晴級）か ら，

7 月第 5 半旬移 植で は暖地極早 生種 （タ マ ヨ ド鋤 か ら， 7 月第 6 半旬 移植 で は早期 用品種 の
一部

（フ ジ ミ ノ リ級）ま た は 北海道 品種 （：＝一一カ ラ級）か ら， 8 月 第 1半旬移植 で は 北海 道 品種（ユ
ー

カ ラ

級）の み か ら，そ れ ぞ れ 選定す る こ とが 有 利 とみ なさ れ た 。
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